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窯
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4

鉄
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紙
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7
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鉄
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2
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2

2
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2

1

1

5
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1

1

3

1

1

7

1
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1

1

1

5
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電

4

6

5

5

7

9

7
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1
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機

1

3

1

1

3
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1
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1
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船

4

2

1

2
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1
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食 ：化 窯 鉄 ・紙 電 、機 船 合計（社） 比率（％）

㍉1（1） ，4 、14 2 19 5 32 17 14 98 16．8

（2）， ．6 ≒30 3 1零 8 36 15 12 112 19．2

（3）

2 14 11 6 ・5 12 10 ’5 55 9．5

（4） 15 f 4 4 15 8 4 51 8．8・

（5）　「 12 16 2 8 6 30 15 9 88 15．1

㌦　　（6）　・1・　　　　一

3 4 2 5 6 3 津3
　4．0
ﾙ

（7）1 1 4 2 1 3．4 1 16 2．7

〈8） 3 12 2 5 5 13 9 6 54　、　　・

9．3

（9） 3 12 5 4 14 8 6 52 8．9

⑩ 」2 2 3 2 5 5 2 21 3．6

⑪ 2 1 2 5 、α9

回答ナシ 1 2 1 1 1 1 7 1．2

L

合　　計 24 116 12 59 42 165 99 65 582 100．0

、（K）　（8）　（5）　（1）　し、　！へ

　　　・ま’質
’厚三従回す問
生職業金か17
費給員’。）
’料賞唱　貴

　引与　　社
　当・　　に
　金手（2）　お
⑪繰当　　い
　入　給　て
孟額料嫉
他　　　　 次
（　．⑥　　の
具．　　　　い
体（9）休（3）ず
的　業　　れ
に、法手雑　を
）定当給　労
　福　　　務
　利　　　主
　費，　　費
　　　　　と
　　（7）（4）　し

　　　　　て
・　現加　処
　　物給　理
　　給金　し
　　与　　て

「＼聡

職員
（1）

工員
（2）

日給 時間給
月給と日
給の併用

月給と
時間給
の併用

日給と

時間給
の併用

出来高給 その他

（1）

ω

（ロ）

の

⇔

（ト）

回答ナシ

合　計

、食

4

3

1

8

化

20

5

1

26

窯

4

4

鉄

8

6

1

15

紙

8

1

9

電．

28

15

2

1

46

機

15

2

3

1

21

船

14

3

17

合計（社）

101

2

36

5

2

146

比率（％）

69．2

1．4

24．6

・3．4

1．4

100．0

工（
員質
の．問

区18
分Y
の貴
な旧
いに．
場お
合け．
はる’
”定

職金
員の
に支
つ払
い形
て態
のは
み’
ご次
記の
旧い
くず
だれ
，さに

いよ
）つ
　て
　い
　ま
　す
　発

　
建

国

一12一・
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ノ

＼凝

、

2）

（イ）ゴ

（ロ）

の

（ト）

回答ナシ

合　計

食

2

4

2

8

化

6

一1』

1

2

18

28

窯

1

3

4

鎌

2

．3

・1

9

15

紙

．墨

3

5

9

電

9

7

11

29

46

機

8

1

3

船

2㌧

1

2

3

3

6’9

21 17

合計（社）

30

5’

1・

26

4

1．

81

148

比率（％）

20．3

；3。4

0．7

17．5

2．7

0，7

54．7

100．0

・醗
（1）

　（イ）

　（ロ）

　の

　、㈲’

（2）⑭

　（ト）

　（リ）

’　（ヌ）

　Qの
回答ナシ

合　計

食

2

3

3

2

2

2

1

1

16

化

9

8

12

15

13

14

2

4

11

10

4

1

1

104

窯

2

3

1

1

2

1

2

2

1

15

鉄

8

6

5

4

2

6

2

1

5

5

3

47

紙

7

1

2

1

1

1

1

1

1

16

電

9

24

22

18

11

26

β

2

18

21

12

6

1

176

機

ピ

11

9

6

4

7

4

2

5

5

4

3

1

66

船

8

6

6

5

4

7

4

2

6

6

2

1

57

合計（社）

48

61

62

52

36

65

18

12

50

51

27

12

3

497

比率（％）’

9．、6

12．3

12．5

10．5

7．2

13．1

3．6

2．4

10．1

10．3

5．4

2．4

0．6

100．0

　　　（2）（1）（

　　　　　質ω㈱㈲（イ）消消問
　　　費費19
そ退従賃賃賃）
の職業金率率貴
他給員　をは社
（与賞　計計で
具引与　算算は
体当・　しし’
的金手㈲てて消
に繰当　いい費
）入　給るな賃
　額　料～い率
　　そ　を
　　の　計
1⑭場、算
　　合　し（リ）休㊨次　 て

　業　の　い
法手雑い　ま
定当給ず　す
薪　装力こ
費　　計
　　算　（ト）㊥に

　　含　現加め噛
（ヌ）物給て

　給金い
厚与　ま
生　　す
費　 ’か

、

一≒13一
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盲域
。）

o沼

②｛1：

r（3）

回答ナシ

合　計

3

3

2

8

化

3

6

8

9

26

窯

1

鉄

11

2

4

1

2

4

8

15

紙

1

1

7

9

電

4

21

11

10

46

機

1

2

8

4

6

21

船

1

『3

3

3

7

17

合計（社）

4

2

’16

41

34

49

146

比率（％）

2．7

1．4

10．9

28．1

23．31

33．6

100．0

　（3）・　　（2）：　　①次八
　　　　　　　　　の質
率・工・　1賃同　　　と一・・い問
を場　　率一9　し人ず20
　　　　と職，iて一れ∀計全
算体β一し種一一い入を貴
しの　　ての　　るの採社
て工㈲（イ）い工（ロ）（イ）

い員　　る員
　るに予実
　　つ定際
　　い　消
，．　て〃費
　　’　賃

つ
の
消
費
賃

率

に予想
つ定際
い

て〃費
喚

；

の
消
費

消

賃
率

工用に
悪し部’
にてい
ついて
いまは　　，
、てすi’
別か消　、
・療。費
の　早
霜　、食
費　と
賃　し
率　て

○

（1）

哨

，　㊥

回答ナシ

合　計

食

3

1

2

2

8

化

3

3

9

2

9

26

窯

1

1

2

1

5

鉄

2

1

6

7

16

紙

1

2

1

5

9

電

3

19

11

1

6

8

48

機

1

12

5

1

4

23

船

2

5

2

1

8

18

合計（社）

14

40

40

8

8

43

153

比率（％）

9．2

26．1

26．1

5．2

5．2

28．2

100．0

　　　　（2）（1）合計（
　　　　　　’雪質
　　　　行作次の問
　　　・っ業のた21
＿て旧いめ）一　　　　い間ずに貴
←）の㈲α）る浮れ作〆社
　　　　～録で業に
時係丸作そは行時お
間

間長な墓場って報る
録
係

長業の行つ轟け

い自合てい告製
し身　いま書造・
職　 ．なすに部

長いか記門　　　　。録で
　　　　　を消
　　　　’す費
　　　　　る賃
　　　　　場率
　　　　　　’

層談
（1）

嘆

回答ナシ

合　乞

食

3

3

2

8

化

12

7

3

3

1

26

窯1鉄

1

1

2

4

4

3

6

2

1

1

17

紙

4

1

2

1

1

9

電

13

2

15

7

9

46

機

5

1

6

7

2

21

船

4

10

合計（社）

46

7

50

1・　23

2

17

20

2

148

比率（％）

31．r

4．7

33．8

15．5

13．5

、1．4

100．0

（2）　（1）次（

　　　の質
区な暑い問
旧い接ず22

戸＿＿〈＿＿へし

　　　　て←）　（・’）　（両　　（イ）　し、

　　　　る
そ賃賃賃～
の金金金そ
他・＋＋のの
（手・営み場
面当当
体　＋
的　賞
に　与
）

合

労れ）
務に書
論該社
’当に
卜しお
接まけ
労する
務か直
費。接
の
区
別
は
し

て

い

労、

務
費
の

範
’囲

は

一・ P4一
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／

（1）

，叫

回答ナシ

合　計

食

4

3

1

8

化

10

1

8

4

2

1

26

窯

3

1

4

鉄

9

1

3

1

1

15

紙

1

1

6

1

9

電

17

1

10

15

2

2

47

機

7

1

6

5

2

21

船

7

3

1

2

3

1

17

合計（社）

58

6

31

36

11

5

147

比率（％）

39．．4

4．1

21．1

24．5

7．5

3．4

100．0

　　　　．（2）（1）すと（

　　　　1　か消質←）の㈲（イ）．∫ズ・ズ＼。費問

　　　　レレ16　15　10、5　・カミ　ウま

旧日日1日あな
以以以以るい
上内内内～
　　　　1そ
　　　．の
　　　・場；・・
　　　　合

賃23
金）
計直
垂社

弓期に
間お
にけ
つ．る

い支
て虻
田賃
の金
い計
ず罷
れ期
で間

（1）

　r（イ）

喉

回答ナシ

合　計

食

3

2

2

1

8

化

9

2

8

6

1

26

窯

3

1

4

鉄

8

6

1

15

1
紙面

1

1

2

3

3

9

15

2

26

2

1

46

機

7

1

12

1

21

船

5

1

7

4

17

合計（社）

51

8

64

20

2

1

146

比率（％）

34．9

、5．5

43．8

13．7

1．4

0．7

100．0

　　　　　（2）（1）よ賃（
　　　　　　　つ賦質
㊥，の　㈲（イ）調ズて計問
　　　　　整レい算24
そズう月毎しはま；期）
のレ
他が
（あ
具る
体が
的調
に整
）し
　な
　い

次月てなす間貴
で調いいかの社
は整るか。ズに
重し～ら
立てそ調
しいの整
てる場の
い　合必
な　　要
》ミ　窪

期　　い
末
に
行

レ：お

のけ
調る
整原
ぼ価
’野

次算
の期
い困
ずと
れ支
に払

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

回答ナシ

合　計

食

7

1

8

化

2

22

2

26

窯

4

4

鉄

1

1

13

15

紙

9

9

電

2

1

1

38

4

46

機

2

19

21

船

3

10

4

17

合計（社）

4

2

7

122

11

146

比率（％）

2．7

1．4

4．8

83．6

7。5

100．0

（5）（4）（3）（2）（1）る（

　　　　　労質
そエ三三工務問
の三三員員費25
他とととのの）
（工工工み範貴
具場場場
体事事事
的弓務務
に回漕職
）員員員
　とと
　職職
　長長
　と
　管
　理
　職

囲社
はに
次お
のけ
いる
ず’
れ製
で汗
す原
か価
。に

　算
　入
　す

一15一
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1（1）

（2）

回答ナシ

合　計

食

6

，2

8

化

14

12

26

窯

3

1

4

鉄

11

、4

15

紙

7

2

9

電

28

機

15

18’層16

46 21

船

15

2

17

合計（社）

99

47

146

比率（％）

67．8

32．2

100．0

（2）　（1）　接　　算　　（

　　経に質
区区費あ問

．別別にた26
’しし七つ）
てて別て貴
いいし’社
、なるて直で
い　、い接は
　　ま経経
　　す費費
　　かとの
　　。間計

（1）

（2）

（3）

（4）

回答ナシ

合　三

食

1

5

2

8

化

2

11

13

26

窯

1

2

1

4

鉄

1

10

4

15

紙

1

4

3

1

9

電

10

18

18

46

機

6

6

9

21

船

1

9

6

1

17

合計（社）

23

65

56

1

1

146

比率（％）

15．8

44．5

38．3

0．7

0．7

100．0

（4）（3）（2）（1）まつ（

　　　　すて質
そ採一全か予問
の用三部。定27
他し採採　価）
（て用用　格貴
具いしし　又社
体なてて　はで
的いいい　予は
に　るる　定経
）　　　　額費
　　　　　をの
　　　　　採計
　　　　　用算
　　　　　しに
　　　　　てあ
　　　　　いた

二食
（1）

（2）

（3）

（4）

回答ナシ

合　．計

3

1

3

1

8

化

14

5

3

5

27

窯1鉄

2

1

1

4

6

4

2

3

15

紙

4

2

1

2

9

電

28

9

8

1

46

機船

1
1210
1

2

5

2

・4

1

2

21 17

合計（社）

79

27

13

11

17

147

比率（％）

　F

53．7

18．4

8．8

7．5

11．6

100．0

（4）（3）　（2）（1）まを（

　　　　　す三三
そ作る工分か理問
の業
他単
（三
具で
三分
的け1
にて
）い
　る

程け。可28
（て　能）
原い　重罪
回る　と社
部　　管に
門　　理お
）　　 不い
単　　能て
位　　費は
で　　，に町
分　　分造
け　　け間
て　　て掃
い　　い費

（1）

（2）

《3）

（4）

回答ナシ

合　三

食

2

2

4

8

化

14

6

5

1

26

窯

2

1

1

4

鉄

9

4

2

15

紙

4

4

2

10

電

22

12

11

1

46

機

6

8

5

1

1

21

船 合計（社）

3幽 U2

11

4

18

48

34

2

2

148

比率（％）

41，9

32．4

22．9

1．4

1．4

100．0

（4）　　　　、（3）　　　　　（2） （1）選イ面う（

　び部ち質
そい旧い原る製下門い問
のる回る価
他

曾
徐

的

ε

計
算
に
資
す
る

よ

う

に
設
定層
し

て

管
理
に
資
す
る

よ

う

に
設
定
し

て

造さをず29
旧い始れ）
業）定を貴
の

想

嶺

吉

難

ヒ

い

し鼻聾
て視に
いしお
まてい・
す原て
か価は
。，計次

（算の，
一上田
づの目
お原の

一16一
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’：回答ナシ

礪

回答ナシ

合　計

7

1

1

4

3

8

化

16

与

5

10

11

’5

26

窯

、2

卜2

3

1

4

鉄

11

2

1

1

7

4

14

15

紙

3

2

2

2

3

5

1

9

電

26

11

3

3

3

32

6

8

46

機

9

7

2

1

2

8

5

8

21

船

11

3

2

1

8

8

1

17

合計（社）

85

33

14

8

6

72

44

30

146

比率（％）

58．2

22．6

9．6

5．5

，4二1

49．3

30．1

20．6

100．0，

・罫＝（2）一一1∴1（1）つか（
　　　　　　　　　でな』質
の㈲α）予←）の㈲（イ）配’る問
　　　定・’・｝一一　　賦予方30
そ採採率そ相階直方定法）
の用用・・の互・梯接法率に貴
他しし1
　て七
　いい
・なる

　い

他配式配　をよ社
・（賦配賦　三つで
具法賦法　用ては
体・法・　しい1補
的．　　　てま助
5，　、竣鋼
　　　　　すσ費
　　　　　かまの
　　　　　。た製
　　　　　　’造
　　　　　　二部
　　　　　　助門
　　　　　　部・へ
　　　　　　門の
　　　　　　費配
　　　　　　配賦
　　　　　　賦方
　　　　　　に法
　　　　　　あは
　　　　　　たい

　（1）

　（2）

　（3）

　（4）

　（5）

　（6）

回答ナシ

合　計

食

2

2

1

5

10

化

1

8

4

4

1

8

3

29

窯

1

2

1

1

1

6

鉄

4

1

3

6

1

4

1

20

紙

2

4

3

2

11

電

3

36

4

4

7

4

58

機

1

16

2

2

21

船

1

7

1

2

2

6

1

20

合計（社）

13

72

16

28

11

28

7

175

比率（％）

7．4

41．2

9．1

16．0

6．3

16．0

4．0

100．0

（6）　（5）　（4）　（3）　（2）　（1）　場1（

　　　　　　合質
そ素製機直直’問
の価品械接接次31
他（のrの作労の）
（直生運業務い貴
具接産転時費ず社
体材量時間
的料
に費
）と

．直

　接
　労
　務
　費
　）

間
れ、で

をは
基製
準造
と間
し接
て費
いを
ま製
す品
かに
。配

　賦
　す
　る

17
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、1（1）｝

　（2）・

　（3）

回答ナシ

P合　計

食

5

1

2

8

化

18

7

1

26

窯

2

1

1

4

鉄

10

2

2

2

16

紙

6

1

2

9

電

37

7

3

47

機

瑠

6

船

7

8

2‘2

21 17

合計（社）

98

33

5

12

148

比率（％）

66．2

22．3

3．4

8．1

100．0

（3）（2）・（1）ず接（

　　　れ費質
，そ．変固のの引問
の動定方予32
他予予法算）
（算算・をを翫
具　　三編社
体
的

5
用成に
しすお’、

てるい
い嘗て
ま合は
す次製
かの造
。い間，

　（1）

　（2）

　（3）

　（4）

　（5）

　（6）

　《7）

　（8）

1回答ナシ

合　計

食

1

1

1

3

1

・1

8

化

1

4

2

1

12

5

1

26

窯

1

1

2

4

鉄

2

1

2

2

7

2

1

17

紙

1

1

5

3

電機

15・9

9

14

6

5

1
1049

1

2

6

2

2

21

船

9

1

2

1

3

2

18

合計（社）

3

2

38

18

5

50

10

23

4

153

比率（％）

2．0

1．3

24．8

11．8

3．3

32．7

6．5

15．0

2．6

100．0

（8）（7）（6）（5）（4）（3）（2）（1）次（

　　　　　　　　の質1
そ最：総後先個毎評い問
の終平入入別期価ず33
他仕均先先法一しれ）
（入法出出　定ての貴

　高原　法法　とい方社
　体価　　　　　しな法に
　的法　　　　ていをお

5　　岩㌃胤
　　　　　　　　　編
　　　　　　　　　踏、

　　　　　　　　　魏
　　　　　　　　　’．鐸

、　　　　　　　　　　価
　　　　　　　　　　方
　　　　　　　　　　法
　　　　　　　　　　と
　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　て

’｝

売却時に雑
収入とする

見積売却価
格による

見積購入価
格による その他＼

副産刎
作業くず

仕損副

嘆

回答ナシ

合　三

食

1

5

1

1

8

化

5

7

2

3

10

27

窯

1

2

1

4

鉄

4

3

2

3

3

15

紙

2

2

2

3

9

電

22

5

1

18

46

機

8

13

21

船

4

1

12

17

合計（社）

46

22

9

9

61

147

比率（％）

31．3

15．0

6．1

6．1

41．5

100．0

と（
し質
て問
次34
．の）

い貴
ず暮
れで
のば
方’
法副
を産
採物
用　’

し作
て業
いく
まず
す’
か仕
。損

　品
　等
　の
　評一
　価
　方
　法
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＼

食 化 窯 鉄 紙 電 機 船 合計（社） 比率（％）

　　④

@　㈲i2）

@　の
@　←）、

f回答ナシ

22、13・ 13『

Q，

Q9

112 34、36 451 36

P0

P1

16

Q111

91

P2．5

84

Q6

W1220

56．0

P7．4

T．3

W．0

P3．3

合　　計 8 26 4 16 10 48 21 17 150 100．0

　（イ）

@㊥i3）　の

@←）
�噬iシ

215 512612

121

4291

2421 30

P0

Q14

14

R112

4229 57

Q4

P0

Q2

R5

38．5

P6．2

U．8

P4．9

Q3．6

合，　計 8 26 4 16 9 47 21 17 148 100．0

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

回答ナシ

合　計

食

4

1

2

1

8

化

9

5

1

3

4

4

26

窯

1

1

2

4

鉄

5

5

3

1

2

16

紙

6

1

2

9

電

22

6

2

4

8

5

47

機船

9

5

2

2

1

2

21

8

3

2

1

3

17

合計（社）

64

27

5

14

19

19

148

比率（％）

43．3

18．2

3．4

9．5

12．8

12．8

100．0

（5）（4）　（3）　　（2）　（1）い捗（

　　　　　　　　ま度質
そ一い才度の必っ作すを問
の律る品）割要て業か決35
他50
（％
具と
体し
的で
にい
）る

の

仕
上
り

度
合
を
目

測
し

て

決
定
し

て

合完いの。定）
に成る進
よ品（行
つ原技度
て弓術合
いに的か
る対加ら
（す工み
経る進た
済実捗完
的三度成
加投）割
工入、．合
進原　に
捗価　よ

す回
る社
場で
合は

、　　 、

次期
の末
い仕
ず掛
れ品
にの
よ三
つ工
て進

一19一
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／

（1）

（2）

（3）

（4）

回答ナシ

合　計

食

1

5

2

8

二二

3幽

19

1

3

26

2

2

4

鉄

1

10

2

1

1

15

紙

3

3

2

1

9

電

23

13

6

4

46

機

10

4

4

3

21

船

7

5

工

4

合計（社）

48，

61．

2Q

2，

15

17．146

比率（％），

32．9

41．8

13♂7

L3

10．3

100．0

　（4）　　（3）　（2）「（1）かをく
　　　ア　　』　「，’　。行・質
　’1そ累し各幽製各工　一う問
　　の加・’工品工程　、場36
・・、・ `曜驚憬禦・食要
　　蕎腰蛋難・1、饒

的　を法定工算1いは
　　算検し程を．1ず｝e
　　誉葺・堰播薄禄
　　てにる振し．し別

「ll暮露享1

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

、（7）

・（8）

回答ナシ

合　計

食

1

1

6

8

化

1

1

2

23

27

窯

1

1

2

4

鉄1紙

6

1

1

1」

2

6

17

1

1

1

6

9

電

1

4

41

46

機

21

21

船

2

1

14

17

1合計（社）

12

1

4

1

12

119

149

比率（％）

8．0

0．7

2．7

0．7

8．0

79．9

100．0

（8）（7）（6）（5）（4）（3）（2）（1）原（

　　　　　　　　価質　・
そ、三熱純三三長重を問
の度量分積ささ量ど37
他比比度比のの比の）
　
具
体
的

e

上ヒ　　　　上ヒ』上ヒ　　　　　よ　　貴

　　　　　う社
　　　　　にで
　　　　　製は
　　　　　品・’
　　　　　に等
　　　　　按級
　　　　　分別
　　　　　し原
　　　　　て価
　　　　　い計
　　．　　ま算
　　　　　すを
　　　　　か行
　　　　　。う
　　　　　　場
　　　　　　食

　　　　　　製
　　　　　　造・

ぽ食
・（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

回答ナシ

合　計

3

1

1

3

8

化

3

4

1

3

窯1鉄

3

1、1

14

26 4

7

1

1

6

15

紙

6

3

9

電

20

1

25

46

機

7

1

13

21

船

11

6

17

合計（社）

60

4

4

6

2

70

146

比率（％）

41．1

2．7

2．7

4．1

1．4

48．0

100．0

（5）（4）（3）（2）（1）分う（

　　　　　し場面
そ統豊富連て合間
の一積常熱い’38
他的売市品ま製）
（物却価害す造：貴
具：量価に価か原社
体量格基計。価で
的野につ算
にに基いを
）よって採
　つい需用
　てて分し
　慢罵すて
　分分るい
　すす　な

．るる　 い

をは
ど’
の連
よ産
う品
に原1
連価
産皆
皆算
にを
按行

一20一
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＜

＼　　　項　㌃目　　　　　　、＼　　　　　　　　、、、．　　方　　法　　　一 　　④一般管理費 　　㊥，
ﾌ売間接費

（1）経費として鯉する　　l　　I

（・礪走鷹籍準として亮上馴 1
（・）酷欝旧して売上原馴　　　1

④製品に加算する　　l　　l

（・）そのゼ　　1　　レ

　　　　食化凹 凹紙電機船合計（社）比率（％）

④

（1）　　　6　　22　　　1　　12　　　7　　34　　　8　　11　　　　101　　　　噛69．2

（2）

（3）

（4）

（5）

1　2
1

2　　、2　5　2　　11　　 7．5

4　5

1　1　3

12　　8．2・

6　　4．1

121　’1213　11　7．5・
回答ナシ　1 1　2　1　　5　　3．5

合計．8264159462117L146100．0
（1） 6 22 1 12 6 34 7 6 94 64．4

（2） 2 3 5 5 1与 10．3

＠・（3） 1 1 4 5 11 7．5

（4） 2 」1 1 3 1 8’ 5．5

（5） 1 1 2 2 1 1 2 10 6．8

回答ナシ 1 1 3 3 8 5．5

合計8264159462117146100．0

　質＼

問
39
）
貴
社
に
お

・け
’る

般
管
理
費
お
よ’

び1
．嬰

簡

三

三

握・

盗

手

澹

毫

毛

享

カニ

（1）

．1

i2）

（3）

（4）

．（5）

回答ナシ，

合　二

食

，1

3

4

8

化

3

12

2

9

26

窯

1

1

1

1

4

鉄

2

5

2

1

5

15

紙

1

5

1

1

1

9

電

15

7

6

3

2

13

46

機

8

6

1

1

1

5

22

船

4

2

5

1

2

3

17

合計（社）

35

41

17

7

7

40

147

比率（％）

23．8

27．8

11。0

4．8

4．8

27．2

100．0

（5）　（4）　　、　　（3）　　　　　（2）　（1）　よ　　をこ　　つ　　（

　　　　　　　つ配て質
そ特す販び営営て賦把問
のにる売販三業いす握40
丁丁
（三
具骨
体門
的を
に設
）け
　て
　計
　算
　を
　行
　う

三三費費まるさ）
，接間ををす回れ貴
費接販一か合た社
と費売括。次回で
一に直配
般区接賦
三分費す
回しとる
費配一
に賦般
区す管
分る理
し　費
配　 お

賦　 よ

の業は
い費｝
ずを総
れ三原
の上価
三品の
分ま計
’た算

：方はに
法製あ
に品た

一一一 Q1一一一



～v》い’脚ロ》》wWv、《’“～ハ【ハ’W》wい｛酎㌔、～「ψw…ルリ〉》、》い□昭和53年度原価計算実態調査

（1）

（2）

（3）

回答ナシ

合’計

食

6

2

8

化

21

5

26

窯

4

4

鉄

11

3

1

15

紙

4

ら

1

io

電

32

11

3

46

機

16

4

1

21

船

9

8

17

合計（社）

99

42

2

4

147

比率（％）

67．3

28．6

1．4

2．7

100．0

（3）　　（2）・（1）したパ』

　　　　　　でる質
そ下か基岩基い機問’
のげか回数準ま能41
他るわパ値（すと）・
省
葎

的

5

回目を目かし貴
』ず標そ標。て社
’） 黶j　次で実数に数　 の・は

際値近値　い画
数のずを　ず価
値いけ定　れ管
をかるめ　を理
引ん　 ’　期の
きに　実　三主

・談
（1）

（2）

（3）

（4）

回答ナシ

合　三

食

穿

6

8

化

1

19

6

26

窯

2

2

4

鉄

12

3

15

紙

6

2

1

9

電

2

24

19

1

46

機

1

11

8

1

21

船

11

6

17

合計（社）

4

87

52

1

2

146

比率（％）

2．7

59．6

35，6

0．7

1．4

100．0

（4）　（3）　（2）　（1）　カ、　カ、　（、

　　　　。ら質
そ目お十　み問
の的お分　て42
他をむに　 ’）

（達ね目　現潰
具し目的　状社
体て的を　をで
謡いを達　どは・
にる達噛し　の、
）として　よ原
　はてい　う価
　言いる　に1管
　える　　置型
　な　　　 えの
　い　　　　ま目
　　　　　す的

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

回答ナシ

合　計

食

8

18

化

5

2

18

1

26

窯

1

3

4

鉄

4

1

1

8

1

15

紙

2

6

1

9

電

6

8

16

14

2

46

機

4

1

2

14

91

船

4

1

1

10

1

17

合計（社）

25

11

23

81

5

1

146

比率（％）

17．1

7．5

15．8

55．5

3．4

0．7

100。0

（5）　（4）（3）（2）（1）の管（

　　　　　　専理質
そ部特工本本門愛煙
の署に愛社二部（43
他で専のの’署係）
（兼門みみ工が）貴
具務のに、に場設と社
体し部設設のけいで
的で開けけ両らうは
にいはてて捲れよ’
）る設ああにてう経
　　けるる・設いな営

て　　けま原組
い　　てす聖賢
な　　あか管内
あミ　る．狩
他一　　　た原
の　　　　め価

／　馳

（1）

（2）

回答ナシ

合　計

食

7

1

8

化

15

11

26

窯

3

1

4

鉄

10

4

1

15

紙

5

4

9

電

28

18

46

機

14

5

2

21

船

11

5

1

17

合計（社）

93

48

5

146

比率（％）

63，7

32．9

3．4

100．0

　（2）（1）は理（一

　　　委の質
名設特員た’問
称けに会め44
はて設をの．〉
　いけ設営貴
　るてけ門社
　～いてので
　そない会は
　のいま議’
　場　すも原
　合　かし1価
　の　 。く管、

一22一ダ
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（1＞

（2）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

回答ナシ

合　計

食

1

1

1

3

1

4

2

1

2

16

化

5

1

2

1

3

8

6

2

2

1

1

4

36

窯

1

1

2

1

3

1

9

鉄

1

1

3

2

8

3

1

1

6

1

27

紙

2

1

1

2

1

3

2

12

電

8

4

4

14

13

17

11

5

4

10

5

1

96

機

2

2

2

1

7

5

8

2

6

2

1

1

39

船

8

2

1

2

3

1

3

4

2

2

2

2

32

合計（社）

27

11

5

12

35

27

51

31

10

9

27

12

4

6

267

比率（％）

10．1

4．1

1．9

4．5

13．1

10．1

19．2

11．6

3．7

3．4

10．1

4．5

1．5

2．2

100．0

　　　　　　　（2）（1）点（
　　　　　　　　　が質
⑥⑤　④③②①あ特あ問
　　　　　　　るにり45
原計識製権担原～なま）
価算の造限当価そいす貴
資制徹担の者にの
料度底当委と対場
作の
成整
の備
迅
速
化

管譲部す合
理と門る
者責とト
に任のツ』
対の協プ
す明調の
る確　理
原化　解
価　　不
意　　足

⑫⑪⑩⑨⑧⑦

そ担原報他予
の当価告の算
他事標制管統
（務準度理制
具員のの制制
体の科整度度
的不学備とと
に足性　のの
）　　　 関関
　　　　連連

か社
。に．

　お
　け
　ゑ

　現
　在
　の
』経

　営
　組
　織
　の
　ま
　ま

雫

原
価
管
理
実
施
上
何
か
問
題

〆？

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

回答ナシ

食

’2

合　計

3

2

1

8

化

1

4

11

7

3

26

窯

1

2

1

4

鉄

1

6

1

7

15

紙

1

5

2

1

9

電

1

6

14

15

6

2

2

46

機

1

3

6

5

5

1

21

船

1

3

5

3

4

1

17

合計（社）

5

22

47

35

29

5

3

146

比率（％）

3．4

15．1

32．1

24．0

19．9

3．4

2．1

100．0

（6）（5）（4）（3）（2）（1）成は（

　　　　　　さ’質
121161163れ締問ケ～～～～～て切46
月302015105し・日）
以日日日日日まか貴
上 すら社

か起で
。算は
，し　’

、て原

耀
耀
習薯

隻垂

　フ目）
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　（1），’

　（2）

　（3）

　（4）

回答ナシ

合　衣

食

4

、3

1

8

化

13

13

26

窯

3

1

4

鉄

6

9

15

紙

4

5

9

電

24

20

2

46

機

11

9

1

21

船

8

9

17

合計（社）

70

71

1

4

146

比率（％）

47．9

48．7

0．7

2．7

100．0

（4）（3）

の級
他者
　ほ
　ど
　詳
　細
　に
　報
　告
　す
　る

そ上る上特い

（2！（1）し書（

　　ては質
　　　　’問
級にま管47
’者区す理）
ほ別か、の：貴
どは　。三社
要レ，暦に
　　　別お点て
をい　　にけ
まな　　ぞる
と，い　　の原

　　　内価め

て　　　三管
報　　　を理
告　　　1異報
す　　　に告

＼＼階層
方　法＼

下級管理者 中級管理者 上級管理者

（1十二による剥

（・）蝶位によ列

『（・）璽穀集用馴

・穏

回答ナシ

合　計

　　（1）2｛

　　（2）

　　（3）

回答ナシ

合　計

1｛ii；

回答ナシ

合　三

食

1

5

2

8・

1

5

2

8

2

5

1

8

化

6

2

16

2

26

7

18

1

26

9

16

1

26

窯

2

2

4

2

2

4

3

1

4

鉄

1

13

1

15

15

15

4

1L

15

紙

2「

7

9

2

7

9

4

5

9

電

18

3

19

6

46

20

2

22

2

46

28

16

2

46

機

8

4

6

3

21

8

1

19

3

21

10

9

2

21

船

6

2

7

2，

17

6

1

9

1

、7i

9

8

17

合計（社）

43

12

75

16

146

46

4

87

9

146

69

71

6

146

比率（％）

29．5

8．2

51．4

10．9

100．0

31．5

2．7

59．6

6．2

100．0

47．3

48．6

4。1

100．0
／

す（
か質
。問

　48
　ソ
　貴
．・社，

　に
　お
　け
　る．
　原
　価
　報
　告
　書
　　　経・

　常
　的
　で
　主
　要
　1な

、も

　e
　は「
　金
」額
　表
　が
　で
　す
　均ミ

　も
　し
　く

，は

原
単
位
に
よ

る

表

亦
で

一・・Q4一 ／
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（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

回答ナシ

合　三

食

1

3

2

1

1

8

化

4

9

9

2

1

1

26

窯

4

4

鉄

2

1

6

7

16

紙電

・6

2

1

4

2

1

10

機

1

21

17

16

2

5

1

49

7

9

4

1

22

船

3

2

4

7

2

18

合計（社）

17

7

47

58

6

14

4

153

比率（％）

11．1

4．6

30．7

37．9

3．9

9．2

2．6

100．0

（6）（5）（4）（3）（2）（1）目し・（

　　　　　　よて質
特：そ内報形割り’問
にの容壁式間一特49
な他　ののとつに）
い（　適博労選留貴
　具　時細務ん三社

体　性　のでしで
的　　　節くて作
e　葡誉・露
　　　　　い1もれ
　　　　　。のる
　　　　　　蠣

れ報
ば告
壁書
のセこ

項つ

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

回答ナシ

合　三

食

2

4

2

1

9

化

7

5

15

1

12

2

42

窯

2

1

3

1

1

8

鉄

2

5

9

11

27

紙

1

1

2

7

11

電

26

30

19

1

14

2

92

機

7

11

9

2

7

36

船

1

4

10

7

2

24

合計（社）

46

59

71

4

61

3

5

249

比率（％）

18．5

23．7

28。5

1．6

24．5

1．2

2．0

100．0

　（　　（6）　（5）　　　　　（4）　（3）　（2）　1　　　（1）　セこ　　（

　注　　　　　　　　’質
　）そMリOQVエ1次問
図原のBサRCAソEの50る価他01的的的ジ謡い）
こ低（的チ手手手二手ず貴
と減具手）法法法ア法れ社
では体法
あ原的に
る価によ
。標）る

準
そ
の
も

の

の

低
下
を

　目

標
管
悪

にににりにので
よよよンよ方は
るるるグる法’
寝宿） ﾂ原
ぺ質値
レ管分
】理析
シ））

ヨ

と
ス

　　価ン用
ダし算
入て減
トいを
りま図
アする
ルかた
、。 ﾟ

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

回答ナシ

合　計

食

1

2

1

2

1

1

8

化

7

4

1

3

5

4

2

26

窯1鉄

2

1

1

4

3

3

2

3

4

15

紙

2

1

3

3

9

電

19

11

3

2

8

4

47

機

3

6

2

3

2

1

4

21

船

4

3

1

5

3

1

17

合計（社）

41

29

7

16

26

20

8

147

比率（％）

27．9

19．7

4．8ち

10．9

17．7

13．6

5．4

100．0

（6）（5）（4）（3）（2）（1）状（

　　　　　　態質
今目会会会会は問
後下計計計計次51
も採制制制制の）
採用度度度度い貴
用研外外内内ず社

・す究ででででれに
る中部全部全でお
予で分般分般すけ
定あ的的的的かる
はるにににに。標
な

い
行行行行
つ　 つ　 つ　 つ

てててて
し、　し、　し、　し、

るるるる

準
原
価
計
算
採
用
の

一25一
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、ば
て1），

（2）

（3）

、9 i4）

、（5）、

＼（6）

回答ナシ

合　計

食

2

3

1

2

8

化

10

3

8

3

5

1

6

36

窯

1

2

2

1

6

鉄

4

2

4

4

4

4

22

紙

3

2

3

1

3

12

電

25

10

8

11

6

4

64

機

9

7

3

5

1

5

船

7

4

2

3

2

6

30124

合計（社）

61

31

31

29

19

1

30

202

比率（％）

30．2

15．3

1S，3

14．4

9．4，

0．5

14．9

1000

（6）（5）　（4）　（3）（2）．（1）る，ぺ

　　　　　　　場質
そ記す棚る予原原合間
の帳る卸
他を　資
（簡♂産
具略覧価
体化　額

、的し　及

磯舞
　化　上
　す　原，
　る　価
　　　算
　　　定
　　　の
　　　基
　　　礎
　　　と

算価価｝52
編低管そ）
成減理の貴
並をを主社

、び目目なで
に的的目は
予とと的》
算すす‘は標

・一 揩驕Eる次準
制　　』の原’
の　　い価
基　　、ず計
礎　　れ算
資　　でを
料　　す採
と　　か用
す　　 。す

＼

（1）

（2）

（3）

（4）

回答ナシ
／

合噛計

食

5

1

2

8

化

17

3

窯

1噛

5

26

1

3

4

鉄

1

5

5

4

15

紙

5

1

3

9

電

1

機

1

36圏10

6

3

46

4

6

21

船

1

9

2

5

17

合計（社）

4

88

25

1

28

146

比率（％）

2．7

60．3

17．1

・0．7

19．2

100．0

④　（3）　（2）　（1）すか的（

　　　　　　　かなに質
そ予設出設あ設。るぞ問
の想定来定つ定
他ささるさてさ
（れれ程れ’れ
具るる度るきる
体程標の標び標
的度準も準し準
にのはのはいは．） 焉f　努も理

の実　力1の想
　際　すほ的
　に　れどな
　発　ば良も
　生層達いの
　　．成　で　か

状’つ・53

態で）
が設貴
好定社
まさで
しれは
いる標
も標準
の準原
と原価
お価計
考は算
え’の
でい目

（1）

（2）

（3），

（4）

回答ナシ

合　計

食

1

4

4

9

化【窯

2

ユ5

1

8

26

1

2

1

4

鉄

1

1

9

4

15

紙

1

5

3

9

電

7

2

25

2

10

46

機

2

2

11

6

21

船

3

4

2

8

17

合計（社）

17

6

75

5

44

147

比率（％）

11．6

4．1

51．0

3．4

29．9

100．0

（4）（3）　（2）　（1）よ行（

　　　　　　うう質
そ次平将社貴な場・間
め期均来に社水合54、
他に的のとが準’）、
（予な数つ調と消貴
具想価年て達し費社
体さ格間最して価で
的れ
にる
）価
　格

にも：う　い格は‘
わ有るま・　’
た利最す消標
り　な　イ民力・　費　準

予価の。賃原
想格価
さ）格
れ　（
る　貴

率価
は計
ど． Z
のを

一26一
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（1）

（2）

（3）’

（4）

（5）

回答ナシ

合　計

食

4

1

3

8

化

1

5

2

9

1

8

26

窯

1

1

1

1

4

鉄

4

1

6

4

15

紙

2

4

1

3

10

電

1

22

3

11

9

機

1

4

3

7

7

46 22

船

1

5

1

1

1

3

17

合計（社）

4

47

11

40

3

43

148

比率（％）

2．7

31．8

7．4

27．0

2，0

29．1

100．0

（5）（4）　（3）　（2）．（1）て場1（

　　　　　　　　い合質
そ次率将と貴消減ま　’問
の期に来の社・費損す消55
他におのでの量’か費）
（予け数き丸善仕。量黒
具想る年な価準書
体さ消問い管
的れ費に無理
にる量わ駄能
）消標たを力
　費準る含に
　：量　平んお

標　均だい・
準　的消て
　　な費避
　　作量け
　，業漁る
　　能準こ

等
の

無
駄
は
全
く

考
慮
し

な

い

の社
標で
準は
は　、

ど標
の準
よ追
う価
な計
も算
のを
と行
・しう

（1）

（2）

（3）

（4）

回答ナシ

合　計

食

4

1

3

8

化

10

β

7

26

窯

1

3

4

鉄

5

5

1

4

15

紙

2

3

1

3

9

電

23

18

5

46

機

1

9

6

5

21

船

1

8

1

7

17

合計（社）

1

55

53

3

34

146

比率（％）

0．7

37．6

36．3

2．1

23．3

100．0

（4）　（3）　（2）　（1）と操（

　　　　　　　思業質
そす予で正標細い度問
のべ定虚血準想ま標56
旧き標生起で標す準）
（は準ず業あ準かは現
具ずとべをるを。’重
体のしき基　基　次貴
的標ては準　準　の社
に準’ずと　と　いで
）でそのし　し　づ設
　あの標て　て　れ定
　るも準’設にさ　　とでそ　定　該れ
　　であの　一さ　当て
　　写るも　れ　すい
　　生　と　た　るる

（1）、

（2）

（3）

回答ナシ

合層計

食

3

1

4

8

化

12

1

2

11

26

窯

3

1

4

鉄

8

1

6

15

紙

4

1

4

9

電

27

9

10

46

機

13

1

7

21

船

7

1

9

17

回忌（社）

77

14

3

52

146

比率（％）

52．7

9。6

2．1

35．6

100．0

（3）　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　（1）　つ　　算　　（

　　　　　　　　把を質
そる三原るし：量一握行間
の（際価（たと卜しう57
他イと財ア時原期て場）
（ン標のウ定価問い合貴
具プ準投トでの終ま’社
体ツと入プ原実了す標で
的トの段ッ価際後か準は
に法差階ト差発’。原’
）） zに法額生製　価標
　　をお）を額面　差準
　　償い　把がの　額原
　　握て　握確完　を価
　　す’・す定成　い計

』27一
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”・ i1）

（2），

（3），

（4）

』（5）

層画答ナジ

合　計

傘．

2

2

1

13

8

化

9

4

2・

11

26

窯

1

2

1

4

鉄

1

6

2

6，

15

紙

5

4

19

電

1

15

19

2

9

46

機

10

3

1

7

21

船

1

1

4

1

1

9

17

合計（社）

2

2

51

32

9

、50

146

比率（％）

1．4

1．4，

34．9

21．9

‘6．2

34，2

100．0

（5）（4）（3）（2）（1）ら（

　　　　　い質
そ、一半三一の問・
の年年カカ間58
他

　
具
体
的

5

月月隔）
　　で賓
　　桜飯
　　・つで
　　ては
　，いF、
　、ま標．
　　す準
　　かめ
　　。改
　　　訂
　　　は
　　　ど
　　　の
　　　く

層譲
（1）

覗

回答ナシ

合　計

食

1

4

1

2

3

11

化

2

13

10

11

10

46

窯

3

3

2

1

9

鉄

1

8

7

5

6

27

紙

5

3

3

4

15

電

9

27

22

17

8

83

機

3

11

7

6

6

33

船

2

6

4

4

9

25

合計（社）

18

77

57

50，

47

249

比率（％）

7．3

30．8

22．9

20．1

18．9

100．0

　　　（2）（1）差（

　　　　　異質
の㈲（イ）行行分問
　　　つ？析59
経回材ててを）
費務料いい行貴
の費費るなつ社
差のの～いてで
異面差，そ　いは
分異異の　ま標
析分分場　す準
　析析合　か原
　　　　　ρ価
　　　　　　に
　　　　　お
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（2）
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回答ナシ
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食

4

3

1

8

化

16

8

2

26

窯

3

1’

4

鉄

9

3

1

2

15

紙

4

4

1

9

電

41

4

1

46

機

14

5

2

21

船

9

4

4
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合計（社）

100
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3＼

11
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比率（％）
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7．5

100．0
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　（4）

涛襲，（6）

回答ナシ

合　計

’食

1

2

化

2

1

5

9

1

4〕5
1

8

3

26

窯

専・

ドゼ；

2

1

4

鉄「

5

13・

6

2「

16

紙

2

2

1

3

2

10

電

3

4

7

15

7

11

1

48

機 船

、L
Qケ・

21 奄P

2

6

2

4

3
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1

5

2

1

17

合計（社）
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．16
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9
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比率（％）

14．7・

9．3
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6．7
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100．0

（6）（5）（4）（3）（2）（1）状・（
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回答ナシ

合　二

食

2

2

1

1

5

11

化

12

10

4

3

1

5

9

44

窯【鉄

2

2

・1

1

1

7

8

5

2

2

4

2

1

1

25

紙

4

1

1

1

2

1

2

12

電

18

12

2

10

6

9

2

2

機

9

4

2

6

1

1

1’

11

73

7

30

船

7

5

1

5

1

1

4

24

合計（社）

62
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2

22

10
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8

11

1
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比率（％）

27．5

17．3

0．9

9．7

4．4

13．7

3．5

4．9
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100．0
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（画務理制策セ改画か、黒
具検四強強のン善の。聖
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（1）

調

　　寓

回答ナシ

合　計

4

6

1

1

2

14

化

5

16

14

1

5

41

窯

3

3

1

1

8

鉄

14

12

1

1

1

29

紙

1

7

6

2

2

1

19

電

11

27

21

2

2

8

71

機

4

10

8

1

1

5

29

船

3

8

7

1

1

1

3

24

合計（社）

’24

89

77

9

7

4

25

235

比率（％）

10．2

37．9

32．8

3．8

3．0

1．7

10．6

100．0
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そ準準固変分分’）
驚定動難鍵
濠費費費費ぞ誌喚
的　　　　 いなよコ
ε　　るい酔
　　　　　　　分・』

そ
の

場
合

解ビ
しへ
てイ
いビ
まア
す1
かの

o

一29一一一一



＾へ＾＾へへぺ＾rv、～、＾＾＾（ハ＾んv｝W、ハ’》》㌔～vv～～》、～”1鞠～～へ～～、～□昭和53年度原価計算実態調査

　（1）1

　（2）
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1
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4

鉄
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紙

6
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2

9

電
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1
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機
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8
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船
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6
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合計（社）
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4

1

1
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比率（％）
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0．7

0．7

32．4

100．0
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（2）

（3）

（4）

（5）

回答ナシ

合　計

食

1

1

6

化

1

1

2

1

1

20

8 26

窯

1

3

4

鉄

2

3

3

1

2

4
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紙

1

2

1

1

4

9

電

3

4

3

1

2
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機

2

1

1

1
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船
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2

2

1

9
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合計（社）
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4

8
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146

比率（傷）

8．2
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8．9

2．7

5．5
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100．0
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（1）
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／l

回答ナシ

合　計

食

2

1

6

9

化

6

1

19

26

窯

3

1

1

1

6

鉄

5

3

2

1

1

1

3

16

紙

5

1

1

1

3

11

電

5

・7

2

2

1

1

4

1

27

50

機

2

2

2

1

1

1

1

16

26

船

8

1幽

1

7

17

合計（社）

26

22

9

5

3

3

7

4

82

161

比率（％）

16．1

13．7

5．6

3．1

1．9

1．9

4．3

2．5
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100．0

　　　　　　　　（2）（1）てパ
　　　　　　　　　　’質
⑦⑥⑤　④③②①あ特何回
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　（2）

1回答ナシ

合　計

食

6

2

8

化

19

5

2

26

窯

3

1

4

鉄

13

2

15

紙

6

3

9

電

41

5

46．

機

18

3

21

船

11

4

2

17

合計（社）

117

23

6

146

比率（％）

、80．1

15．8

4．1

100．0

　（2）（1）岐（

　　　点質
　行行分間
　．つつ析67
’ててを）

・・いい行貴’
　なるつ社
　い　　てで
　　　いは
　　　ま　’
　　　す損
　　　か益
　　　。分’

（1）

メ

慢’

回答ナシ

合　計

食

3

1

1

2

1

1

9

三下

7、

15

8

1

1

32

3

1

4

鉄

1

6

7

2

1

17

紙

2

6

1

9

電

11

18

17

3

1

2

1

53

機

7

3

7

1

2

1

1

22

船

7

6

1

3

17

合計ζ社）

36

54

47

11

一5

2

2

6

163

比率（％）『

『22．1

33．2

28．8

6．7、

3．1

1．2

1．2

3．7

100．0

　1　・

　　　　　　（2）（1）の（
　　　　　　　　経質
⑭㈱←）の㈲④行行済問
　　　　　　つつ計68
そ現内現回投てて算）
の在部在収資い、いを1貴
他価利価期利るな行社
（値益値間益～いつで
具指率法法率そ　ては
体数法にに法の　い心
的法に重重に場　ま殊
にに重点点重合　す原
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（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

回答ナシ

合　計

食

5

ユ

2

2

10

化

16

10

7

11

19

9

1

4

77

窯

4

2

2

3

3

14

鉄

13

8

7

6

7

10

2

1

54

紙

9

4

4

3

5

2

27

電

22

9

4

4

27

14

8

88

機

11

4

4

3

6

9

4

41

船

7

2

1

3

3

1

1

6

24

合計（社）

87

40

27

32

70

50

4

25

335

比率（％）

25．9・

11．9

8．1

9．6

20。9

14．9

1．2

7．5

100．0
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的時生止せ賃取まは
5 産決検借替す’

決定討ののか特
定時時選決。殊
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時時
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査
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　（2）

　・．（3）

　（4）
，．く　

㌦　（5）

回答ナシ

合　三

食

1

3

2

2

2

10

、化

1

8

8

1

8

6

32

窯

7

鉄

6

7

1⇔

1

・3

1

28

紙

、2

1

4

2

9

電 機

9・

14

115

5

10

53

船

5　を

8　4

6　2
1・「

3．2

4．7

27 17

合計（社）

28・・

49．，

44

4

27

32

183・

比率（％）

，15．3‘

二26．2

24．0

2．2

14．8

17．5

、100．0

（5）（4）（3）〈2）（1）すた（
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5
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そ70
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結貴

をで
次は
め　、

何回・

れ殊
に原
提、価

出回
し査

，てを
い行』
まつ
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◎｛1

回答ナシ
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食

1

1

1

1

聯
1f

3

2

1

1

4

3

1

2

1

1

2

1

1
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1

1

1

1

機1船

2

1
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1

1

1

1
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1
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1

合計（社）
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3

3
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3

8

1

3

7
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1

比率（％）L
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計i114112目2121・i
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（3） 13i7H616i・31g囹15・134・2
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回答ナシ

合　計
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3

11
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3

4
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5
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7
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1
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7

5

3
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3

8
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1

1
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比率（％）
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100．0
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1
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